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Sadajiro YAMAGUCHI and Satoshi KOBAYASHI:-A new method of pulling 

embryo out of silkworm egg by using the capillary tube (injector).

　獄卵胚子の鱒渉解剖法には古くより種々あるが，要するに　（1）葱卵を乾熱・灘熱・藥液等

により固定せる後、針叉はメスを以で卵殻を除き、卯黄ε共1こ胚子を摘出し、之を裸出せしめ

て観察する方法、（2）膿アルカリ（苛性加璽叉1よ硫化加里）の熱液により、叉は鞭素瓦斯の接燭

により卵を圃定するε共に卯殻を溶解せしめ、胚子を出さしめる方法、等を探用して衆たが1

何れも固定・睨殼の乎歎を要し、うζ棉當の材料叉は熟練を要するものである。

　然るに著者等は是等εは発く異った謡細管利用による胚子吸引摘出法を創察したが、之に依

れば特殊な手藪、材料等を要する事少く、駐llll翻轄σ法ミして相當使利なる方法ミ僑ずるので、

弦に紹介せんE”する訳第である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　解剖用具及び固寒液

　胚子吸引固定の矯には爾子毛細管叉は注射針、肉池、AlcohQ1及びFormalln（原液）等を準備

する。毛細管は注射針、硝子共に穫施～％。Ul、程度のものを可εし，先端の傾斜度45°内外

が良いふ永久IVJのものεしては注蟹針を利用するのが便利である。注射針はそのま・では一般

に発端が拠鋤に過部て使胴出來ぬからN砥の如きをもつて磨滅せしめ、角度を45°位εすれば

良い。爾注射器の後部硝子の部分は無くても良い。針の便格は低廉で充分實用的である。唯金

圏は鋸がつきやすいし、又管内が他物により閉塞されやすいから此の鮎に注意を要する。爾硝

子毛細管は自製すれば良い。之は3～5’・U　t。の硝子管の一端を火焔に熱して引伸し、適當の太さ

の所で先端を尖る，機に切れば良し・。切口は多少不規則でも差支へがない。硬質のものが良いo

ll－＝＝＝ q（　＝　：
　　　　　　　　硝　子　管

　融　注射針には太さ種々あるが、1んmn1位のものが便利である。卵の大小により多少太さを

　　　攣へでも良い。

玖に胚子の圃定液εしてはi次の如きAlcoho1－Formalin液を用意する。

　　　　　　　Alc（）hol　　（75％）レ．・●，．10　　：　］Vormalin　　（原液）。噂。．．．ニ1．～2
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胚子吸引摘幽力満

　胚子吸引摘出の方法は圖の如く、卵の精孔に近き胚子の存在せさ“る側に毛管を挿入する。岡

博に卯の反野側を卵殻の上から先端鈍圓の細い棒齢皐つて内に存在すべき胚子を、後方より漸

時前方に彊込むが如き手法をもつて卯殻を歴迫する。然るεき卵内胚子は之を圃む卯黄液ミ共

に、生のまS毛細管の毛管作用により容易に管中に吸引され上昇するものである。（i愚鰺照）

　　融　　鑑卵の形は一般に卵の長軸に獅し一側は轡lm度張く、仙9【旺は轡曲匪少い。而して反鳴［期迄

　　　　の胚子は轡曲度の大なる側に在り、頭都は卵の尖圓部（精孔の／l三る側）近くに存在するo

卵は雛紙に膠普しない散卯の場合でも・先づ毛管の反射側を抑へる事により毛讐を挿入し得
る。

　正確な槻察を要しない揚合は、此の圃竃しない胚子でも明かに褒育程度を知るこミが幽來る

が、一般には斯くして得た卵内容｛よ之を固定するのが良い。帥ち豫め肉池の如趣小容器内に用

意してあるAlcoho1－F◎z’nialin液rl1に欝かに毛管の一端から吹込む様にする卯液は、間もなく

凝固をはじめるから、直ちに僅かの動揺を與へるざ卵黄は分散し胚予は圃定をはじめる。最初

から胚子を裸田せしめ固定するミき胚子は椿曲しやすく・その後の染色槻禦に困難を態ずる。

斯くして固定したものは篇翼に見る如きもので・殆3完全ミいふこSが幽來る。其の後の染色

観察等あ取扱ひは從來の方法ミ何等攣りがない。

　毛管法により胚子を取出す儒には前書己の如く・卯の形態ざ胚子の位躍貞9關係を撒め知つてお

かなくてはならない。常法に於ても此の關係を知る事は便利であるが、本法では特に注意すべ

き箏項である。從つて卯が球形に近いものや・左濃f柑稗のものは胚子の位置が判明しにくいか

ら、比較的代表的な形を有するものを選別して材料ざするのが能傘的であらう。叉卵殻が硬す

ぎたり、乾燥しす劃たりする揚合は・豫め含水脱脂綿の如豪をもつて卯面を少しく灘潤ならし

めてから針を挿入するε良い。爾前記の操作は肉眼でも雰易に行ひ得るが、解剖顯微鏡の下潭

行へば更に確實である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　爾叉卵黄の槻察には上記の如くN吸引して得夷卵内容液を豫めスライド硲子上に滴下してお

いた1　・y　O．5％9elatin溶液（中にNac1　O・7％　Se含む）中に静かに吹込んで、一一様に分散せし

めて後鏡瞼すれば良い。（矯藁C蓼照）

胚子及び卵黄の観察

　　　　以上の方法に依れば1～2岡の練習によつて相當の適確さをもつて胚子を轡るこNSが出來

　　　る。胚子はそのまS、叉は染色して槻察すべきは常法の如くである。

1　　　爾從來卵の畿育を搬する儒には主εしτ其の胚子の外形的痩化を槻察するこεが喉一の方法

；　　であった。然し乍ら胚子の未完成時代、例へば普廼漫酸艀化法に於ける揚合の如きは、胚子の
E

l　　解剖が困難であり、むしろ之を行ふものは少なぐ・卵の保護温度ざ維過隣間εより、その適期

　　　を推鎌するに止つてゐる。冷藏浸酸卿化法に於ける冷藏の適朋も亦、誤認されやすい「所謂小

　　　豆色」be　一つの標準εしてゐた。勿論相當廣い安企騰1はあるにしても、その適期を卯色の攣化

lI濾畿縮灘蟹鑑殉膿皐撚轟麗蘇雛ご欝鷺轟
1　　　出に依るべきであるが、比較的若い休眠期の胚子は初心者には解剖が稽々困難である。

｝　騰の搬胚子が躍から蹴してゐる限りvdy法によれ聡易に取出し蝶陳るし汲
｛　便利なこε諾い休闘の胚子力’ら脈膿闘頃迄が最熔捌こ搬し得るこεである・然し

i　、胸脚突起襲生の頃からは稽々困難書なるから、此の後に於ける胚子は常法によるのが便利でφ

　

灘
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らう。

　爾胚子の完成前は此の毛管吸引法によつて卵黄の嚢生状態が齪察出來るので、之によつて可

成良く、其の卵の褒育階梯を推定し得る。尤も卵黄の探取に就て梅谷博士や岩崎博士は硝子毛

管を使用せられた事が記載されてゐる。

　術又本法は一般昆鐡の卵の胚子摘出にも慮用して使利であらう。

A　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　　　　　　　　　　G

／

臨、

D　　　　　　　　　　　　　　　　　E　　　　　　　　　　　　　　　　　F

圖　　の　　説　　明

A．毛管に依る胚子吸引操作を示す。　G．は毛管（注射針）の先端。

B，卵と注射針毛管の割合を示す。

C．産卵後48痔問目（25℃）の卵黄（生）を示すP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

D、細長期丙Bの胚子e

E．最長i期稚前の胚子色

F・胸脚襲生時の胚子、胚子の近くに附着せる小黒雲占は卵黄細胞である。

　　　　　　　　　　（何れも毛管吸引法に傍る）

L
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要　　　結

1．慧卵胚子及び卵黄の槻察上、特殊の簡易な畠p時解割法を考案した。之を毛細管法（久は喝

　管吸引法）ε名づける0

2．　本法は胚子吸引摘出の爲砲子毛細管、及は淀射針を少しく鰻形して使用する。

3．　卵内容は摘出後に於てFommalin－alCoho1の如き圃定液で固定を行ふ0

4，本法は從來の方法に比して訟の如き長所及び短所を蕎つてゐる。

　　長所：－

　a，胚子を瑠出す爲卵殻を除去する必要がない。

　b，休眠朋又は細長期頃の比1絞的若い胚子が却つて摘1．Liし易い。

　c．胚子の生威繭に於ては卵黄の槻察により、卯の獲育程度を推定するこεが出來る。

　d．胚子、卵黄共に生髄のま・でも掘察が容易である。

　e．　胚子摘出前に卵を濡らさぬから常法の如く、鷲卵をgelatiuの如き貼着剤で、薩紙に圃

　　定せしめる必要がない。

　£　練習少くして容易に熟練する。叉極短日寺間1殉に胚子を取出し得る。

　　短所：－

　a．卵の形が左右相稔や球形のものは胚子の位置が判りにくく、胚子を壊しゃすい。

　b，胸脚突起褒生の頃より以後は吸引は稽々困難εなる。

　c，固電せる材料に慮用するこεは出來ない。

　　　　　　　　　　　　（於・上田瓢系糸踏〔門畢右交　昭不P工4年工月15日）
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